


 



はじめに 
 
 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所は、特別支援教育のナショナルセンターと

しての役割を踏まえ、国の政策的課題や教育現場の喫緊の課題に対応した研究を実施し

ています。その研究成果を教育行政や学校での教育実践において活用していただくため、

各種研修や情報普及等の様々な事業を通じて幅広く周知するよう努めているところで

す。 

 
平成 28 年度からは第４期中期目標期間が始まり、文部科学省との緊密な連携の下、

国の特別支援教育施策の推進に寄与する基幹研究のほか、インクルーシブ教育システム

の構築に向けて、地域や学校が直面する課題の解決のために、地域と協働で実施する地

域実践研究を新たに設けております。 
 
平成 30 年度は基幹研究として、平成 29 年度からの継続課題を 2 課題、平成 30 年度

からの新規課題４課題を実施しました。地域実践研究では、指定研究協力地域と協働で

２つのメインテーマの下に設定した４つのサブテーマに分かれて研究を実施しました。

その他、各種の経年的な調査研究や、外部資金による研究等も実施しました。 

 
終了課題の１つは、特別支援学校（視覚障害）における重複障害幼児児童生徒の在籍

割合の増加を踏まえた指導法の研究であり、もう１つは病弱・身体虚弱教育を担ってい

る特別支援学校・特別支援学級において最も多い病類である精神疾患及び心身症を対象

とした研究です。本年度は研究成果をもとにガイドブックやリーフレットの作成、普及

セミナーの実施等、研究成果の普及に努めて参ります。 
 

本誌「研究成果報告書サマリー集」は、終了した研究課題の普及を目的として、研究

成果報告書を簡潔にまとめ、より多くの方々に御覧いただくために、本研究所のウェブ

サイトに掲載するとともに、各関係機関にも冊子として配布しているものです。読みや

すさを工夫して、研究課題毎に概要等を１ページにまとめた概略図を掲載することで、

内容理解の一助としています。 
 
最後に、本サマリー集のみならず、本研究所の研究活動や特別支援教育に関する情報

普及等について、皆様方の忌憚のない御批正、御助言を賜れば幸甚に存じます。 
 

令和元年５月 
独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 

理事長 宍戸 和成 
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）  

［基幹研究］ 

視覚障害を伴う重複障害の児童生徒等の指導に関する研究 

- 特別支援学校（視覚障害）における指導を中心に - 

（平成２９年度～３０年度） 

 

【研究代表者】金子 健 

 

【要旨】 

 

特別支援学校（視覚障害）在籍の重複障害幼児児童生徒の割合は、近年増加しており、

特別支援学校（視覚障害）では、重複障害幼児児童生徒への対応の比重が増していると

言える。 
 ここで、視覚障害教育における指導の中で重要な事項として、保有する視覚の活用を

図ることや、視覚が使用できない場合や十分には使用できない場合において視覚以外の

触覚等を活用することが大切である。このことは、単一障害の視覚障害幼児児童生徒の

場合もそうであるが、視覚障害を伴う重複障害幼児児童生徒の場合も同じである。 
 また、そのためには、視覚や触覚の活用状況についての十分な実態把握も必要である。 

 本研究では、こうした視点に立ち、特別支援学校（視覚障害）在籍の重複障害幼児児

童生徒の指導における、視覚活用や触覚活用に関する実態把握の方法や、指導内容、指

導方法等について、特別支援学校（視覚障害）を対象として実施した全国実態調査の結

果、同校在籍の重複障害幼児児童生徒の指導事例の提示等に基づいて示した。 

 

【キーワード】  

 

 視覚障害、重複障害、視覚活用、触覚活用、特別支援学校（視覚障害） 
 

  

 

 



− 3−

 

 
 

【⫼ᬒ࣭┠ⓗ】 

 

 特別支援学校（視覚障害）在籍の重複障害幼児児童生徒の割合は、近年増加しており、

特別支援学校（視覚障害）では、重複障害幼児児童生徒への対応の比重が増していると

言える。 
 ここで、視覚障害教育における指導の中で重要な事項として、保有する視覚の活用を

図ることや、視覚が使用できない場合や十分には使用できない場合において視覚以外の

触覚等を活用することが大切である。このことは単一障害の視覚障害幼児児童生徒の場

合もそうであるが、視覚障害を伴う重複障害幼児児童生徒の場合も同じである。同幼児

児童生徒がేࡏ有する▱ⓗ障害や⫥య⮬⏤等への対応とともに、このࡼうな視覚障害

への対応が大切である。 
また、視覚活用や触覚活用を図るためには、ಶࠎの幼児児童生徒における視覚や触覚

の活用の状況に関して、十分な実態把握が必要である。 
 以ୖのことを㋃まえ、本研究では、視覚障害を伴う重複障害の幼児児童生徒の特別支

援学校（視覚障害）における指導ୖのㄢ㢟を全国調査等にࡼり把握したୖで、こࢀまで

の関㐃する▱ぢや事例の㞟等にࡗࡼて、ୖグのࡼうな視覚障害への対応というほ点

 。の㐺切な指導内容や指導方法等を示すことを┠ⓗとしたࡽ

 

【᪉ἲ】 

 

㸯㸬ᖹᡂ �� ᖺᗘ 

 ᖹᡂ 29 年ᗘには、全国の特別支援学校（視覚障害）を対象として、視覚や触覚活

用に関する実態把握に↔点をᙜてた全国調査を実施し、実態把握に関するㄢ㢟をᩚ⌮

する。また、ಶ別の指導ィ⏬にも↔点をᙜてて、そのసᡂ方法とసᡂ࣭活用ୖのㄢ

㢟等を᫂ࡽにする。 
㸰㸬ᖹᡂ �� ᖺᗘ 

ᖹᡂ 30 年ᗘには、全国調査の結果を㋃まえて、研究༠ຊᶵ関である特別支援学校

（視覚障害）の༠ຊのୗ、視覚活用や触覚活用に関する指導事例を㞟する。ࡽࡉに、

特ᐃの活ືの中で、視覚活用や触覚活用について実態把握をしていࡃためのほ点をᩚ

⌮する。 
 

【⤖ᯝ⪃ᐹ】 

 

㸯㸬ᅜᐇែㄪᰝ 

（㸯）調査の┠ⓗと方法 
本調査では、特別支援学校（視覚障害）在籍の重複障害幼児児童生徒の全国ⓗな状況
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について、幼児児童生徒の実態（ేࡏᣢつ障害の状況、視ຊの状況等）とඹに、特に、

幼児児童生徒についての実態把握に関する状況とㄢ㢟、ಶ別の指導ィ⏬のసᡂ方法とస

ᡂ࣭活用ୖのㄢ㢟を᫂ࡽにすることを┠ⓗとした。 

 調査の方法としては、特別支援学校（視覚障害）67 校に対して㒑㏦にࡼる㉁ၥ⣬調

査を実施した。幼⛶㒊、ᑠ学㒊、中学㒊、㧗等㒊本⛉ᬑ㏻⛉について、そࢀࡒࢀ重複障

害学⣭に在籍する幼児児童生徒を調査対象とした。調査ᮇ㛫は、ᖹᡂ 29 年 11 ᭶ࡽᖹ

ᡂ 30 年 1 ᭶までであࡗた。 

（㸰）結果 

ձᅇ⋡ 

 64 校ࡽᅇ⟅をᚓた（ᅇ⋡ 95.5㸣）。 

ղ幼児児童生徒の実態について 
  幼児児童生徒がేࡏ有する障害の割合では、視覚障害のに▱ⓗ障害をేࡏ有する割

合が 63.2%と᭱も㧗ࡃ、ḟいで▱ⓗ障害と⫥య⮬⏤をేࡏ有する割合が 23.4%と⥆い

た。視覚障害のにేࡏ有する障害で、障害の⤌ࡳ合ࡏࢃにࡽࡼない割合では、ࠕ▱ⓗ障

害 ⏤⮬య⊫ࠕ、（96.2%ࠖ） 㛢⮬ࠕ、（29.3%ࠖ） （ࠖ15.9%）の割合が㧗ࡗた。 
視ຊの状況については、視ຊ㸮の割合が 30.6%、ᡭືᘚ以ୗの割合（ࠕᡭືᘚ ග覚ࠕࠖ、 、ࠖ

視ຊ㸮ࠖの割合の合ィ）はࠕ 54.5%であࡗた。こうした幼児児童生徒に対しては、とり

 。るࢀࡽけ、触覚の活用が重要になると⪃えࢃ
 ճ実態把握におけるㄢ㢟 
  実態把握のయไや᳨査㢮のᩚഛ㠃でㄢ㢟ࡔと⪃えていることの割合はࠕ重複障害幼児

児童生徒のための㐺切な᳨査方法がない （ࠖ54.2%）や、ࠕ実態把握に関する㐺切なཧ⪃᭩

やࢡࢵࣈࢻ࢞等がない（ࠖ44.1%）、ࠕ実態把握に関する十分な研ಟのᶵがない（ࠖ42.4%）

が㧗ࡗた。 
実態把握の内容㠃では、視覚、触覚、⫈覚の活用というྛ✀のឤ覚に関するホ౯（そ

、㐠ືⓎ㐩、ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥᡭ指のᶵ⬟、言ㄒ࣭、（49.2%、52.5%、55.7%、ࢀࡒࢀ

ㄆ▱Ⓨ㐩というྛ㡿ᇦのホ౯（そ63.9%、47.5%、47.5%、44.3%、ࢀࡒࢀ）が、おしな

 。たࡗて㞴しいとする割合が㧗
 մಶ別の指導ィ⏬に関するㄢ㢟 
  ಶ別の指導ィ⏬のసᡂと活用に関するㄢ㢟としては、ࠕ㸯年㛫で㐩ᡂྍ⬟な年㛫指導┠

ᶆを立てること（ࠖ48.4%）、ࠕලయⓗで㐩ᡂྍ⬟な学ᮇの指導┠ᶆを立てること（ࠖ50.0%）、

⣔⤫ⓗな┠ᶆを立てることࠕ （ࠖ53.2%）という┠ᶆタᐃに関ࢃる項┠について、全て㞴

しいと⪃える割合が㧗ࡗた。 
 
㸰㸬 

  全国調査の結果を㋃まえ、視覚活用や触覚活用に関する指導事例を㞟した。㞟し

た事例は、特別支援学校（視覚障害）の幼⛶㒊、ᑠ学㒊、中学㒊に在籍する幼児児童生
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徒ィ㸲ྡの指導事例であࡗた。ここでは、そのうち㸰事例をྲྀりୖࡆて、Ṍ⾜や教ᮦの

᧯సといࡗた特ᐃの活ືの中での視覚活用や触覚活用をಁした例について㏙る。 
（㸯）幼⛶㒊ᙅ視幼児の事例 
  本幼児は、ඛኳᛶⓑ内障でࣥ࢘ࢲの幼児である。ⓑ内障についてはᡭ⾡をཷけてお

り、Ỉᬗయ㝖ཤのため║㙾を使用している。▹ṇ視ຊは、⦤視ᶆにࡼる視ຊホ౯にࡼり、

୧║で 0.1㹼0.2（年㛗 4 ṓ）である。 
  ㌟యⓎ㐩について、㐠ືᶵ⬟の㠃ࡽ、⮬ຊでのṌ⾜はྍ⬟であると⪃えࢀࡽるが、

まࡔ⮬ຊṌ⾜を⾜うᵝ子はࢀࡽࡳていない。また、ᡭ指にࡼる≀の᧯సに関して、ᚤ⣽

なᡭ指の㐠ືにㄢ㢟があࡗた。本事例は、こࡽࢀの実態を㋃まえ、単⊂Ṍ⾜にྥけた指

導やᡭ指の᧯సᛶのྥୖをಁす教ᮦを用いた指導において、視覚の活用が図ࢀࡽた事例

である。 

  単⊂Ṍ⾜にྥけた指導の中では、∦ᡭのࡳ教ဨとつないࡔ∦ᡭつなࡂでのṌ⾜におい

て、⛣ື中に特ᐃの場ᡤをぢつけて、その方ྥに㐍ࡴ、その場ᡤの特ᐃの≀（ࢻのࣀ

 。たࡗうになࡼるࢀࡽࡳす等のことがࡤᡭすり等）をぢてᡭをఙ、ࣈ
  ᡭ指の᧯సのྥୖをಁす教ᮦを用いた指導においては、教ᮦの一㒊をぢてᡭをఙࡤす、

そࢀがᶓに⛣ືする㝿や、ୗにⴠちる㝿に㏣視することがࢀࡽࡳた。また、教ᮦのྥき

がいつもと␗なࡗていることにぢてẼづいて、ඖのྥきにᡠすこともࢀࡽࡳている。 
 

（㸰）ᑠ学㒊┣児童の事例 

  本児童はඛኳᛶ୧║↓║であり、୧║とも⩏║を用している。また、▱ⓗⓎ㐩の

㐜ࢀがࢀࡽࡳる。 

 触覚の活用に関しては、୧ᡭの分や、≀の⾲㠃や内㒊を᥈⣴するᡭ指のືき、ᙧの

ᘚ別等にㄢ㢟があࡗた。≀の⾲㠃や内㒊を᥈⣴するᡭ指のືきについては、≀の⾲㠃や

内㒊をとࡧとࡧに触ることで⾜ࡗており、⾲㠃等について、切ࢀ┠なࡃ全యを触ること

がࢀࡽࡳなࡗた。 
こࡽࢀの実態を㋃まえて、図㸯のࡼうに࣮ࣔࣥࣜࢯࢵࢸのᰕࡉし教ᮦを用いた指導

にࡗࡼて、触覚の活用が図ࢀࡽた事例である。 

  この指導の中で、≀の⾲㠃や内㒊を᥈⣴するᡭ指のືきについては、教ᮦの⾲㠃で✰

の⨨を᥈るᡭ指のືきが、とࡧとࡧではな

た。このᡭ指のࡗるືきにな㐃⥆してたࡃ

ືきで教ᮦの⾲㠃を➃ࡽ➃まで触ることも

た。また、✰にᰕをධࡗうになࡼるࢀࡽࡳ

、めたり☜をࡉして✰の大きືࡽてࢀ

指をධࢀて大きࡉを☜めるために指をᅇ㌿

 。たࡗうになࡼるࢀࡽࡳるືきもࡏࡉ
ᅗ㸯 ࣔࣥࢯࢵࢸーࣜࡢᰕࡋࡉᩍᮦ 

カチカチ
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㸱㸬どぬά⏝ゐぬά⏝㛵ࡿࡍᐇែᢕᥱࡢほⅬ 

た特ᐃの活ືの中での視覚活用をྲྀりୖࡗ㸰㸬事例ࠖでは、Ṍ⾜や教ᮦの᧯సといࠕ

 。たについて㏙たࢀࡽࡳうな⾜ືがࡼの視覚や触覚を用いた⾜ືとして、ࡆ

ここで、視覚を用いた⾜ືのことを、一⯡に、視⾜ື（visual behavior）と言うが、

Hall & Bailey（1989）では、視⾜ືを⾲㸯に示す㸱つに分㢮している。 

この㸯㹼㸱の視⾜ືの分㢮は、特ᐃの活ືの中でࢀࡽࡳたಶࠎの視⾜ືについて、ࡼ

り分ᯒⓗにᩚ⌮して、把握することをྍ⬟にするものと⪃えࢀࡽる。༶ち、ಶࠎの視⾜

ືが、㸯㹼㸱のࢀにあたるをࡳることで、そࡽࢀをᩚ⌮して把握することができる。 
また、視覚活用の状況に関して、⾜ືほᐹを⾜う㝿のほ点として用いることもできる

と⪃えࢀࡽる。༶ち、⾜ືほᐹにおいて、㸯㹼㸱のࢀにあたる視⾜ືがࢀࡽࡳるを

 。た⾜ືほᐹ結果をᚓることができるࢀࡉ⌮りᩚࡼ、ことでࡃていࡳ
 

表㸯 ど⾜ືࡢศ㢮 

ど⾜ືࡢ✀㢮 ㄝ᫂ 

㸯㸬視覚ⓗにὀពを

ྥける⾜ື 

視覚ⓗにఱにὀពをྥける（ぢる）ことに関ࢃる視⾜ືで、≀

をᅛ視する、ື をぢつものを㏣視する、視⥺を⛣ືする、ఱࡃ

ける等 

㸰㸬視覚ⓗに調る

⾜ື 

視覚ⓗにఱを調る（ぢてㄆ▱、ᘚ別等を⾜う）ことに関ࢃる

視⾜ືで、≀やேの㢦、⤮等がఱである視覚ⓗに調る、調

てそࢀと分る等 

㸱㸬視覚ⓗにࢺࣥࢥ

 た㐠ືࢀࡉ࣮ࣝࣟ

視覚を用いて㐠ືを࣮ࣝࣟࢺࣥࢥすることに関ࢃる視⾜ືで、≀

をぢてᡭをఙࡤす、視覚を用いて⛣ືする、ືసをᶍೌする等 

  

触覚活用についても、Smith and Levack（1996）では、触覚を実㝿の場㠃でのࡼう

に使用するというᶵ⬟ⓗなほ点ࡽ、触覚が関する⾜ືの分㢮として、ࠕ᥈す （ࠖࣛ

る調ࠕ、（。に、あるいはព図ⓗにᡭで≀を᥈す࣒ࢲࣥ （ࠖఱのうえでᡭをືして触

覚ⓗな特ᛶについてのሗをᚓる。）、ࠕ᧯సする （ࠖ≀をព図ⓗにືすこと。）等の分㢮

が示ࢀࡉている。 
視覚の場合と同ᵝ、この触覚が関する⾜ືの分㢮は、特ᐃの活ືの中での触覚活用

の状況について、ࡼり分ᯒⓗにᩚ⌮して、把握することをྍ⬟にするものと⪃えࢀࡽる。

また、触覚活用の状況に関して、⾜ືほᐹを⾜う㝿のほ点として用いることもできると

⪃えࢀࡽる。 
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【⥲ྜ⪃ᐹ】 

 

  全国実態調査の結果ࡽ、特別支援学校（視覚障害）在籍の重複障害幼児児童生徒に

関する実態把握が㞴しいと⪃えࢀࡽている割合が㧗ࡃ、同幼児児童生徒に関して指導┠

ᶆのタᐃが㞴しいと⪃えࢀࡽている割合も㧗いことが分ࡗた。 

本研究では、視覚障害を伴う重複障害幼児児童生徒について、教ᮦを用いたㄢ㢟や、

Ṍ⾜、సᴗ等、特ᐃの活ືの中で視覚活用や触覚活用をಁした指導事例を示した。特ᐃ

の活ືの中で視覚活用や触覚活用に関する実態をヲ⣽に把握して、そࡽࢀの活用をಁす

ことが重要であると⪃えࢀࡽる。なお、本研究では、特ᐃの活ືの中で視覚活用や触覚

活用についての実態把握を⾜うためのほ点も示した。本研究では㝈ࢀࡽたᩘ例の指導事

例を示すにとまࡗているが、ここで示したほ点は、視覚や触覚の活用状況をᩚ⌮して

把握する㝿や、⾜ືほᐹの㝿にもཧ⪃になりᚓるものであると⪃えࢀࡽる。このࡼうな

実態把握が、ලయⓗで㐩ᡂྍ⬟な指導┠ᶆのタᐃや、その┠ᶆ㐩ᡂのための㐺切な指導

内容࣭指導方法のタᐃにもつながるものと⪃える。 
なお、全国実態調査の結果ࡽは、特別支援学校（視覚障害）では、重複障害幼児児

童生徒への対応として、▱ⓗ障害や⫥య⮬⏤への対応が必要なことがከいことが分

る。本研究では、▱ⓗ障害、⫥య⮬⏤等への対応を㋃まえて視覚活用や触覚活用をಁ

した指導事例をྲྀりୖࡆている。例えࡤ、触覚活用についても、全┣であࡤࢀ触覚の活

用が⮬↛に図ࢀࡽるということではない。ୖグの事例をྵめて、研究ᡂ果ሗ࿌᭩でࢀࡩ

ているࡼうに、触ることへのᢠ、ᡭ指の㐠ືのไ㝈、ᡭ指の調ᩚຊのなࡉ（ᚤ⣽な㐠

ືのᅔ㞴）等、そࢀࡒࢀの幼児児童生徒の状況を㋃まえなけࡤࢀなࡽない。また、ㄆ▱

Ⓨ㐩や㡢ኌ言ㄒの⌮ゎやⓎヰの状況等を㋃まえ、その幼児児童生徒にࢃる言ⴥけや

実≀の提示、ලయⓗな≀の᧯సにࡼる学⩦等が必要である。 

 

【ᡂᯝࡢά⏝】 

特別支援学校（視覚障害）在籍の重複障害幼児児童生徒の実態について全国ⓗな状況ۑ

を▱ることができる。 

同幼児児童生徒の指導に関して、視覚活用や触覚活用に関する実態把握の方法、指導ۑ

内容、指導方法を、事例にࡼるලయ例もྵめて示しており、指導のཧ⪃として活用でき

る。 

視覚障害を伴う重複障害幼児児童生徒は特別支援学校（視覚障害）以外の障害✀の特ۑ

別支援学校にも在籍しており、そこでも指導のཧ⪃として活用できる。 
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○教育的ニーズの一つの項目内において、児童生徒の状態に応じて支援・配慮が変化【多階層】
○教育的ニーズ項目間においても児童生徒の状況に応じて関連しながら支援・配慮が変化【多相的】

○精神疾患及び心身症の児童生徒の教育的ニーズをもとに、精神疾患及び心身症の児童生徒を指導している
教員から支援・配慮を集約して質的分析をする

○特別支援学校だけではなく、小・中学校、高等学校の発達障害のある児童生徒の二次的な障害にも活用できる
ガイドブックを作成する（仮称、「精神疾患及び心身症の子どもの教育支援ガイド」）

１．目 的

【調査対象】
特別支援学校（病弱）７校に勤務する教員304名（小学部99名、中学部126名、高等部71名、その他８名）

【調査方法】
○ 「教育的ニーズ40項目」が記載された「精神疾患ニーズ調査ワークシート」を作成
○特別支援学校 (病弱) へ訪問調査

①「精神疾患ニーズ調査ワークシート」に児童生徒の教育的ニーズをチェック
②チェックした教育的ニーズから支援・配慮を記述

【分析方法】
○記述を病弱教育を専門とする研究者３名で、グループ化（特別支援教育や医療の文献等を参考）
○研究協議会等にて精神科の医師や特別支援学校（病弱）の教員等から意見収集及び検討

２．方 法

３．結果と考察

多
階
層

多
相
的

教育的ニーズ

○児童生徒のアセスメント
○支援・配慮の見通し・共通理解
○医療・福祉等との共通ツール
○教職員研修
○不登校児童生徒への支援
○うつ病・適応障害への教育的対応

Co-MaMeの活用

受容期
教員(担任)から、気持ちを落ち着かせて共感や受容をしながら、

活動する上での土台を築く段階

試行期
教員(担任)との関わりの中で、気持ちや行動の振り返りを行いながら、

少しずつ取り組む段階

安定期
友達や社会との関わりの中で、自分にあった対処方法を見つけて行いながら、

目標に向けて取り組む段階

心理
不安・悩み/感情のコントロール/こだわり/意欲・気力
/自己理解/気持ちの表現/情緒の安定/気分の変動/自信

社会性
集団活動/社会のルールの理解/コミュニケーションスキル
/同年代との関係/家族との関係/教師との関係/
異性との関係/他者への信頼/他者への相談/他者理解

学習
学習状況/処理能力/聞き取り・理解力/読み・書き/記憶力
/注意・集中/学習への意識/経験

身体
身体症状・体調/巧緻性/動作・体力/多動性/感覚過敏

学校生活
見通し/物の管理/登校・入室への抵抗感

自己管理
睡眠・生活リズム/食事/服薬/病気の理解/ストレスへの対処

項目内での
支援の連続性

項目間での
支援の関連性

・学校に行くことや、人と関わることが怖く、同学年の友だちに全く会えない。
・一対一の取組はできるが、教室に入れず、集団の活ができない
・地元校での登校に抵抗が強い

課題

試行期
(12)

＊役割を持たせて活動する設定(１)
・学級で取り組んでいることに役割をもたせる

安定期
(5)

＊共感、理解する(２)
・気持ち受け入れて、信頼関係を築いていく

＊学習場所を柔軟に変更する(９)
・他の児童生徒と会わない場所等、
実態に会わせて場所を変更する

・体調に合わせて休憩しながら個室で学習する

Co-MaMe（こまめ）

連続性のある
多相的多階層支援

Continuous Multiphase and Multistage educational support

多
階
層
（
一
つ
の
項
目
内
の
連
続
性
）

多相的（項目間の関連性）

３５. 登校・入室への抵抗感(33)

【Co-MaMeのイメージ】

・不安が強いため教室に入れず、強迫的な行為や暴言・暴力がある
・見通しをもてずに自信がなく、新しい活動を嫌がる
・心配が強くて経験の幅が広がらないため、進路に不安がある

＊気持ちを聞く (18)
・話したい時にじっくり聴き、認める
・イライラすること等、感情を言葉にできるようにする

受容期
(37)

試行期
(35)

安定期
(22)

課題

＊無理なく好きな活動ができるようにする(５)
・簡単で好きな内容で学習したり、楽しい経験したりする

＊相談しながら行えるようにする(15)
・行ったことを振り返り、落ち着ける方法や対処の
仕方を一緒に考える

・不安や困難さを具体的に相談して共有していく

１．不安・悩み （94）

＊共感、理解する (４)
・その時にできていることをほめる
・否定的な言葉を使わずに接する

＊見通しをもたせる(15)
・学校のルール、日程活動内容を板書や手元で視覚的
に提示する

・初めて体験すること、場所、内容を詳しく説明する

＊将来に向けて学習する(５)
・高校進学についての知識を身につけ
られるようにする

・実習で困った場合の対応方法を身に
つけられるようにする

～関連性の例～

「共感、理解する」
「相談しながら行えるようにする」
「将来に向けて学習する」
の支援・配慮が、異なる教育的ニーズ
の項目にもあり、項目間の関連性が
見られる。
その他の項目間でも支援・配慮の

関連性が見られる。

＊スモールステップで行う学習設定(５)
・一つ一つ見本を見せたり、練習したりしてから行う
・少しずつ離れて一人で活動できるように見守る

受容期
(16)

＊対処方法を考えて取り組めるようにする(８)
・ロールプレイを行い、不適切な行動を体験・不適切な行動を
考えて練習する

・あらかじめ対策を立てられるようなスキルを身につける

＊目標を設定して学習(９)
・目標を細かく設定し、達成したら変容に気付かせる
・目標をクリアできない原因やその対策を考えさせる

＊少しずつ集団活動に参加していく(５)
・小集団や時間を決めて少しずつ参加していく

＊無理なく好きな活動ができるようにする (15)
・本人が好きな活動を行う
・授業はゆったり進めて会話を増やし、学習量を減らす
・不安になりやすい場所、時間は避ける

＊相談しながら行えるようにする(５)
・イライラした時の行動や学習内容、座席の位置等を
相談していく

＊友達と関わるようにする(２)
・友達の様子を伝えたり、友達が登校を誘った
りする

＊将来に向けて取り組む(３)
・将来の自分を想像し、地元の学校での生活習慣に必要
な力を身につける

（ ）内は件数、具体的な実践例・課題は代表的なもののみ示す

（ ）内は件数、具体的な実践例・課題は代表的なもののみ示す

＊自分から伝えられるようにする (１)
・体調が悪い時、イライラする時は自分から伝えられる
ようにする

（40項目）

（研究代表者：土屋 忠之）
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［基幹研究］ 

 ችᅕ၌धӏƼ心៲ၐのƋる児童生徒の 

Ꮛႎ支援ȷᣐॾに関する研究 

（平成２９年度～３０年度） 

  
【研究代表者】ᅵᒇ ᛅஅ 

 

【要旨】 

 

ᙅ࣭㌟యᙅ教育をᢸࡗている特別支援学校࣭特別支援学⣭では、⢭⚄ᝈཬࡧᚰ

㌟が᭱もከい㢮となࡗているが、このẼのある児童生徒への教育ⓗ支援࣭㓄៖に

関するࢻ࢞はない。また⢭⚄ᝈཬࡧᚰ㌟はᚰのẼとも言ࢀࢃ、この中にはⓎ㐩

障害のḟⓗ障害や、Ⓩ校なの⾜ື㠃や㐺応㠃にᅔ㞴のある児童生徒がከྵࡃまࢀ、

特別支援学校のࡳなࡎࡽᑠ࣭中学校、㧗等学校等においても支援が必要になࡗている。

そこで⢭⚄ᝈཬࡧᚰ㌟の児童生徒がᩘከࡃ在籍する特別支援学校（ᙅ）の教ဨを

対象として、ᖹᡂ �� 年ᗘにணഛⓗ研究を⾜い、㸴㡿ᇦ �� 項┠ࡽなる教育ⓗࢬ࣮ࢽを

᫂ࡽにした。本研究では、その教育ⓗࢬ࣮ࢽをもとに特別支援学校（ᙅ）の教ဨ

た。その結果ࡗ⾜のᩚ⌮࣭分ᯒをࢱ࣮ࢹලయⓗな支援࣭㓄៖をグ㏙ᘧで㞟⣙し、そのࡽ

ࢬ࣮ࢽ教育ⓗࡽ �� 項┠ཬࡧ、状の㸱つのẁ㝵（ཷ容ᮇ、ヨ⾜ᮇ、Ᏻᐃᮇ）にࡼり

支援࣭ 㓄៖をኚࡏࡉる᪂たな支援方法ࠕከ┦ⓗከ㝵ᒙ支援�&RQWLQXRXV 0XOWLSKDVH DQG 

0XOWLVWDJH HGXFDWLRQDO VXSSRUW�ࠖ�以ୗ、&R�0D0H�をᚓることができた。また教育ⓗ

ࡧཬࢬ࣮ࢽ &R�0D0H ࠙、ࠚࢺ࣮ࢩࢺ࣓ࣥࢫࢭりసᡂした࠙ࡼ 支援࣭㓄៖のࢪ࣮࣓図ࠚ

を用いることにࡼり、児童生徒の実態や支援のࠕぢえるࠖを⾜ࡗた。このことࡽ複

ᩘの教ဨで支援の方ྥᛶをඹ㏻⌮ゎしながࡽ㐍めることがྍ⬟となり、また་⒪࣭⚟♴

等とのヰし合いも容᫆となࡗた。またᑠ࣭中学校、㧗等学校の㏻ᖖの学⣭における教ဨ

㛫のヰし合いも容᫆となり、Ⓩ校等の㐺応㠃や⾜ື㠃にᅔ㞴をᢪえる児童生徒の教育

ⓗ対応に活用できると⪃えࢀࡽる。 

 

【キーワード】 

 教育ⓗࢺ࣓ࣥࢫࢭ、ࢬ࣮ࢽ、支援方法、ᚰのẼ、Ⓨ㐩障害のḟⓗ障害、Ⓩ校 

 

 
 

【⫼ᬒ࣭┠ⓗ】 

全国ᙅᙅ教育研究㐃┕が実施しているᙅ࣭㌟యᙅ教育をᢸࡗている特別支援学

校࣭特別支援学⣭に在籍している児童生徒への㢮調査では、ᚑ᮶ከࡗたႍᜥ、⭈⮚

がῶᑡし、⌧在では⢭⚄ᝈཬࡧᚰ㌟が᭱もከࡃなࡗている。⢭⚄ᝈཬࡧᚰ㌟はᚰ

のẼとも言ࢀࢃ、このẼのある児童生徒の中にはⓎ㐩障害のḟⓗ障害や、Ⓩ校等

の㐺応や⾜ື㠃にᅔ㞴のあるࢫ࣮ࢣがከྵࡃまࢀ、ᑠ࣭中学校、㧗等学校等においても支

援が必要になࡗている。特別支援学校（ᙅ）に在籍している児童生徒もᚰのẼにࡼり、

ᑠ࣭中学校、㧗等学校ࡽ㌿学してࡃるࢫ࣮ࢣがከい。ᩥ㒊⛉学┬では、ᖹᡂ �� 年のࠕ教

育支援㈨ᩱࠖにᙅ࣭㌟యᙅ教育の対象としてࠕうつ等の⢭⚄ᝈࠖを示し、ࠕ⮬㛢

やὀពḞ㝗ከືᛶ障害とデ᩿ࢀࡉていた子౪が、うつや㐺応障害等のデ᩿をཷけて、

年ᗘ㏵中に特別支援学校（ᙅ）に㌿ධしてࡃることが増えており、その中にはⓏ校の

⤒㦂ࠖ等のある子౪がከいとしている。しし、特別支援学校（ᙅ）のከࡃは、こࢀま

でに㌟యのẼのある児童生徒を指導してきたという⤒⦋もあり、増加している⢭⚄

ᝈཬࡧᚰ㌟のある児童生徒への支援࣭㓄៖に対するࢻ࢞はなࡃ、支援࣭㓄៖の方ྥᛶ

をᐃめることはㄢ㢟となࡗている。 

そこでணഛⓗ研究として、ᖹᡂ �� 年ᗘに特別支援学校（ᙅ）にて⢭⚄ᝈཬࡧᚰ㌟

を指導している教ဨを対象に調査を⾜い、⾲㸯に示したࡼうなࠕᚰ⌮ ᛶ♫ࠕࠖ、 学ࠕࠖ、

⩦ ㌟యࠕࠖ、 学校生活ࠕࠖ、 ᚰ㌟のある児童ࡧなる⢭⚄ᝈཬࡽᕫ⟶⌮ࠖの㸴㡿ᇦ⮬ࠕࠖ、

生徒の教育ⓗࢬ࣮ࢽ �� 項┠を᫂ࡽにした。 

本研究では、その教育ⓗࢬ࣮ࢽをもとに㉁ၥ⣬をసᡂして調査を⾜い、特別支援学校（

ᙅ）の教ဨのලయⓗなྲྀ⤌をグ㏙ᘧで㞟⣙した。そのグ㏙にࡗࡼてᚓࢀࡽた支援࣭㓄៖を

ᩚ⌮࣭分ᯒし、᪂たな支援方法を提することを┠ⓗとし、その支援方法は特別支援学校

ᑠ࣭中学校、㧗等学校に在籍するⓎ㐩障害のḟⓗ障害や、Ⓩ校等の㐺、ࡃけではなࡔ

応㠃や⾜ື㠃にᅔ㞴のある児童生徒にも活用できるものとした。 

 

 

㡿ᇦ 項┠ 

ᚰ⌮ ��Ᏻ࣭ᝎࡳ���ឤの࣮ࣝࣟࢺࣥࢥ���こࢃࡔり���ពḧ࣭Ẽຊ���⮬ᕫ⌮ゎ���Ẽᣢちの⾲⌧���⥴のᏳᐃ���Ẽ分のኚື���⮬ಙ 

♫ᛶ 
���㞟ᅋ活ື����♫の࣮ࣝࣝの⌮ゎࣝ࢟ࢫࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ��������同年௦との関ಀ����ᐙ᪘との関ಀ����教ᖌとの関ಀ� 

���␗ᛶとの関ಀ����⪅へのಙ㢗����⪅への┦ㄯ����⪅⌮ゎ 

学⩦ ���学⩦状況����ฎ⌮⬟ຊ����⪺きྲྀり࣭⌮ゎຊ����ㄞ࣭ࡳ᭩き����グ᠈ຊ����ὀព࣭㞟中����学⩦へのព㆑����⤒㦂 

㌟య ���㌟య状࣭య調����ᕦ⦓ᛶ����ືస࣭యຊ����ከືᛶ����ឤ覚㐣ᩄ 

学校生活 ���ぢ㏻し����≀の⟶⌮����Ⓩ校࣭ධᐊへのᢠឤ 

⮬ᕫ⟶⌮ ���╧╀࣭生活࣒ࣜࢬ����㣗事����᭹⸆����Ẽの⌮ゎࢫࣞࢺࢫ����への対ฎ 

表㸯㸬⢭⚄ᝈཬࡧᚰ㌟ࡿ࠶ࡢඣ❺⏕ᚐࡢᩍ⫱ⓗࢽーࢬ 
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【⫼ᬒ࣭┠ⓗ】 

全国ᙅᙅ教育研究㐃┕が実施しているᙅ࣭㌟యᙅ教育をᢸࡗている特別支援学

校࣭特別支援学⣭に在籍している児童生徒への㢮調査では、ᚑ᮶ከࡗたႍᜥ、⭈⮚

がῶᑡし、⌧在では⢭⚄ᝈཬࡧᚰ㌟が᭱もከࡃなࡗている。⢭⚄ᝈཬࡧᚰ㌟はᚰ

のẼとも言ࢀࢃ、このẼのある児童生徒の中にはⓎ㐩障害のḟⓗ障害や、Ⓩ校等

の㐺応や⾜ື㠃にᅔ㞴のあるࢫ࣮ࢣがከྵࡃまࢀ、ᑠ࣭中学校、㧗等学校等においても支

援が必要になࡗている。特別支援学校（ᙅ）に在籍している児童生徒もᚰのẼにࡼり、

ᑠ࣭中学校、㧗等学校ࡽ㌿学してࡃるࢫ࣮ࢣがከい。ᩥ㒊⛉学┬では、ᖹᡂ �� 年のࠕ教

育支援㈨ᩱࠖにᙅ࣭㌟యᙅ教育の対象としてࠕうつ等の⢭⚄ᝈࠖを示し、ࠕ⮬㛢

やὀពḞ㝗ከືᛶ障害とデ᩿ࢀࡉていた子౪が、うつや㐺応障害等のデ᩿をཷけて、

年ᗘ㏵中に特別支援学校（ᙅ）に㌿ධしてࡃることが増えており、その中にはⓏ校の

⤒㦂ࠖ等のある子౪がከいとしている。しし、特別支援学校（ᙅ）のከࡃは、こࢀま

でに㌟యのẼのある児童生徒を指導してきたという⤒⦋もあり、増加している⢭⚄

ᝈཬࡧᚰ㌟のある児童生徒への支援࣭㓄៖に対するࢻ࢞はなࡃ、支援࣭㓄៖の方ྥᛶ

をᐃめることはㄢ㢟となࡗている。 

そこでணഛⓗ研究として、ᖹᡂ �� 年ᗘに特別支援学校（ᙅ）にて⢭⚄ᝈཬࡧᚰ㌟

を指導している教ဨを対象に調査を⾜い、⾲㸯に示したࡼうなࠕᚰ⌮ ᛶ♫ࠕࠖ、 学ࠕࠖ、

⩦ ㌟యࠕࠖ、 学校生活ࠕࠖ、 ᚰ㌟のある児童ࡧなる⢭⚄ᝈཬࡽᕫ⟶⌮ࠖの㸴㡿ᇦ⮬ࠕࠖ、

生徒の教育ⓗࢬ࣮ࢽ �� 項┠を᫂ࡽにした。 

本研究では、その教育ⓗࢬ࣮ࢽをもとに㉁ၥ⣬をసᡂして調査を⾜い、特別支援学校（

ᙅ）の教ဨのලయⓗなྲྀ⤌をグ㏙ᘧで㞟⣙した。そのグ㏙にࡗࡼてᚓࢀࡽた支援࣭㓄៖を

ᩚ⌮࣭分ᯒし、᪂たな支援方法を提することを┠ⓗとし、その支援方法は特別支援学校

ᑠ࣭中学校、㧗等学校に在籍するⓎ㐩障害のḟⓗ障害や、Ⓩ校等の㐺、ࡃけではなࡔ

応㠃や⾜ື㠃にᅔ㞴のある児童生徒にも活用できるものとした。 

 

 

㡿ᇦ 項┠ 

ᚰ⌮ ��Ᏻ࣭ᝎࡳ���ឤの࣮ࣝࣟࢺࣥࢥ���こࢃࡔり���ពḧ࣭Ẽຊ���⮬ᕫ⌮ゎ���Ẽᣢちの⾲⌧���⥴のᏳᐃ���Ẽ分のኚື���⮬ಙ 

♫ᛶ 
���㞟ᅋ活ື����♫の࣮ࣝࣝの⌮ゎࣝ࢟ࢫࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ��������同年௦との関ಀ����ᐙ᪘との関ಀ����教ᖌとの関ಀ� 

���␗ᛶとの関ಀ����⪅へのಙ㢗����⪅への┦ㄯ����⪅⌮ゎ 

学⩦ ���学⩦状況����ฎ⌮⬟ຊ����⪺きྲྀり࣭⌮ゎຊ����ㄞ࣭ࡳ᭩き����グ᠈ຊ����ὀព࣭㞟中����学⩦へのព㆑����⤒㦂 

㌟య ���㌟య状࣭య調����ᕦ⦓ᛶ����ືస࣭యຊ����ከືᛶ����ឤ覚㐣ᩄ 

学校生活 ���ぢ㏻し����≀の⟶⌮����Ⓩ校࣭ධᐊへのᢠឤ 

⮬ᕫ⟶⌮ ���╧╀࣭生活࣒ࣜࢬ����㣗事����᭹⸆����Ẽの⌮ゎࢫࣞࢺࢫ����への対ฎ 

表㸯㸬⢭⚄ᝈཬࡧᚰ㌟ࡿ࠶ࡢඣ❺⏕ᚐࡢᩍ⫱ⓗࢽーࢬ 
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【᪉ἲ】 

対象は、特別支援学校（ᙅ）にて⢭⚄ᝈཬࡧᚰ㌟の児童生徒を指導している教ဨ

とした。ᖹᡂ �� 年ᗘは ��� ྡ（ᑠ学㒊 �� ྡ、中学㒊 �� ྡ、㧗等㒊 �� ྡ、᫂㸰ྡ）、

ᖹᡂ �� 年ᗘは ��� ྡ（ᑠ学㒊 �� ྡ、中学㒊 �� ྡ、㧗等㒊 �� ྡ、᫂㸴ྡ）へ⾲㸯の教

育ⓗࢬ࣮ࢽ �� 項┠をグ㍕した㉁ၥ⣬をసᡂし、その㉁ၥ⣬を使用して調査を⾜ࡗた。ලయ

ⓗには、教ဨが指導した児童生徒の教育ⓗࢬ࣮ࢽについてࢡࢵ࢙ࢳを⾜い、ࢡࢵ࢙ࢳした

教育ⓗࢬ࣮ࢽの項┠に対するලయⓗな支援࣭㓄៖をグ㏙ᘧでグධした。ᖹᡂ �� 年ᗘについ

ては、ᖹᡂ �� 年ᗘにᩘࢱ࣮ࢹがᑡなࡗた項┠について㏣加の調査を⾜ࡗた。ᚓࢀࡽたグ

㏙は、ᙅ教育をᑓ㛛とする研究⪅㸱ྡで、特別支援教育や་⒪のᩥ⊩等をཧ⪃に࣮ࣝࢢ

た。また研究༠㆟を実施して、ᩥ㒊⛉学┬特別支援教育調査ᐁ、⢭⚄⛉の་ࡗ⾜をࣉ

ᖌや特別支援学校（ᙅ）の教ဨ࣭⟶⌮⫋等ࡽ研究方法や結果、⪃ᐹについてពぢ㞟

し、᳨ウを⾜ࡗた。 

 

【⤖ᯝ⪃ᐹ】 

㸯㸬⤖ᯝ 

項┠ࡈとにグ㏙について㉁ⓗ分ᯒを⾜

の項┠は、支援ࠖࡳ㸯㸬Ᏻ࣭ᝎࠕ。たࡗ

が㸷つの࣮ࣜࢦࢸ࢝に分けることができ

た。その࣮ࣜࢦࢸ࢝はࠕẼᣢちを⪺ࡃ （ࠖ��

��ࠖ）うにするࡼえる⾜ࡽㄯしなが┦ࠕ、（௳

うにࡼዲきな活ືができるࡃな⌮↓ࠕ、（௳

する （ࠖ�� るࡏぢ㏻しをもたࠕ、（௳ （ࠖ��

௳）等であࡗた。ḟに࣮ࣜࢦࢸ࢝の比㍑を

⾜い、ⴭしいᮇの支援の࣮ࣜࢦࢸ࢝をཷࠕ

容ᮇ 、ࠖ状がᑡしࡎつ✜やになࡗてき

ているᮇの支援の࣮ࣜࢦࢸ࢝をࠕヨ⾜

ᮇ 、ࠖ状がⴠちついているᮇの支援の

Ᏻᐃᮇࠕを࣮ࣜࢦࢸ࢝ とࠖした。ཷࠕ容ᮇ 、ࠖ

ヨ⾜ᮇࠕ Ᏻᐃᮇࠕࠖ、 のࠖᮇに合ࡏࢃて୪

の㓄⨨図࣮ࣜࢦࢸ࢝ࠕた をࠖ図㸯に示す。

同ᵝの方法で �� 項┠全てにおいてࢸ࢝ࠕ

の㓄⨨図࣮ࣜࢦ をࠖసᡂすることができた。

この結果ࡽ、教ဨは児童生徒の状態に応

じて支援方法をኚࡏࡉていることが分

��㸬Ⓩ校࣭ࠕた。の㡿ᇦの例としてࡗ

ධᐊへのᢠឤࠖを図㸰に示す。 

ᅗ㸯ࠕ㸯�Ᏻ࣭ᝎࣜࢦࢸ࢝ࡢࠖࡳーࡢ㓄⨨ᅗ 

ᅗ㸰 ࠕ���Ⓩᰯ࣭ධᐊࡢᢠឤࠖ 

 㓄⨨ᅗࡢーࣜࢦࢸ࢝ࡢ
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またసᡂしたそࢀࡒࢀの࣮ࣜࢦࢸ࢝ࠕの㓄⨨図ࠖを比㍑したとこࢁ、複ᩘの教育ⓗ࣮ࢽ

図㸯と図㸰を比㍑すると、ࡤた。例えࡗていることも分ࢀがྵま࣮ࣜࢦࢸ࢝にඹ㏻のࢬ

ඹឤ࣭⌮ゎするࠕ うにするࡼえる⾜ࡽㄯしなが┦ࠕࠖ、 ᑗ᮶にྥけて学⩦するࠖというࠕࠖ、

ඹ㏻の࣮ࣜࢦࢸ࢝があࡗた。そのことࡽ、そࢀࡒࢀの教育ⓗࢬ࣮ࢽの項┠は⊂立してい

るものではなࡃ、関㐃していることが示၀ࢀࡉた。 

 

㸰㸬⪃ᐹ 

 図㸯、図㸰に示したᵝなཷࠕ容ᮇ ヨ⾜ᮇࠕࠖ、 ࡎうに状に応じてᑡしࡼᏳᐃᮇࠖのࠕࠖ、

つ支援࣭㓄៖をኚࡏࡉる方法をከ㝵ᒙ支援、またそࢀࡒࢀの教育ⓗࢬ࣮ࢽを関㐃ࡏࡉな

がࡽ支援する方法をከ┦ⓗ支援というྡ⛠をけた。このࡼうな教育ⓗࢬ࣮ࢽや児童生徒

の実態に応じてኚࡏࡉる支援࣭㓄៖の方法であるከ㝵ᒙ支援とከ┦ⓗ支援を合ࡏࢃてࠕ㐃

⥆ᛶのあるከ┦ⓗከ㝵ᒙ支援㸸&RQWLQXRXV 0XOWLSKDVH DQG 0XOWLVWDJH HGXFDWLRQDO VXSSRUWࠖ

というྡ⛠をけ、␎⛠を࠙&R�0D0H（こまめࠚ） とした。 

ḟに学校⌧場にて &R�0D0H に基づいた支援が⾜いやすいࡼうに �� 項┠全てについて、࢝ࠕ

をసᡂした。సᡂする㝿にࠚ図ࢪ࣮࣓の㓄⨨図ࠖをもとにした࠙支援࣭㓄៖の࣮ࣜࢦࢸ

はཷࠕ容ᮇ ヨ⾜ᮇࠕࠖ、 、ておりࡗつなが、ࡃ立したᮇではな⊃ࢀࡒࢀᏳᐃᮇࠖがそࠕࠖ、

支援がᑡしࡎつኚしていることを示すために⫼ᬒをࣥࣙࢩ࣮ࢹࣛࢢとした。࠙ 支援࣭㓄៖

のࢪ࣮࣓図ࠚの例としてࠕ㸯㸬Ᏻ࣭ᝎࡳ ࢀࡒࢀ��㸬Ⓩ校࣭ධᐊへのᢠឤࠖをそࠕࠖ、

図㸱、図㸲に示す。このࢪ࣮࣓図をసᡂして、支援࣭㓄៖をࠕぢえるࠖすることで、

児童生徒のᵝࠎな教育ⓗࢬ࣮ࢽに対応した支援を⾜いやすࡃするとともに、教育ⓗࢬ࣮ࢽ

の項┠の関㐃ᛶを分りやすࡃした。また教育ⓗࢬ࣮ࢽを活用して児童生徒の実態を把握

するために、�� 項┠をグ㍕した࠙ࠚࢺ࣮ࢩࢺ࣓ࣥࢫࢭのసᡂも合ࡏࢃて⾜ࡗた。 

この࠙ࠚࢺ࣮ࢩࢺ࣓ࣥࢫࢭཬ࠙ࡧ支援࣭㓄៖のࢪ࣮࣓図ࠚの活用方法についてのᶍ

ᘧ図を図㸳に示す。࠙ ࢬ࣮ࢽて指導している児童生徒の教育ⓗࡗを使ࠚࢺ࣮ࢩࢺ࣓ࣥࢫࢭ

のࢡࢵ࢙ࢳをすることࡽ実態把握を⾜い、࠙ 支援࣭㓄៖のࢪ࣮࣓図ࠚを使ࡗて支援を᳨

ウすることࡽᚋの支援の方ྥᛶについて᳨ウを⾜うということがྍ⬟となࡗた。また

複ᩘの教ဨで活用する場合、児童生徒の実態や支援をࠕぢえるࠖできるので、ᐈほⓗに

実態や支援を᳨ウするࡔけでなࡃ、そࢀࡒࢀの教ဨが⪃えている実態や支援の方ྥᛶのࡎ

 。るࢀࢃ支援を⾜うことができるとᛮࡽをಟṇして、ඹ㏻⌮ゎしながࢀ
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ᅗ㸱【ᨭ࣭㓄៖࣓ࡢーࢪᅗ】ࠕ㸯㸬Ᏻ࣭ᝎࠖࡳ 

ᅗ㸲【ᨭ࣭㓄៖࣓ࡢーࢪᅗ】ࠕ��㸬Ⓩᰯ࣭ධᐊࡢᢠឤࠖ 
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【ᡂᯝࡢά⏝】 

R�0D0H&ࠐ の活用 

࣭࠙ を使うことで、児童生徒の実ࠚ図ࢪ࣮࣓支援࣭㓄៖の࠙ࡧཬࠚࢺ࣮ࢩࢺ࣓ࣥࢫࢭ

態や支援をࠕぢえるࠖできる 

࣭複ᩘの教ဨで᳨ウすることで、支援の方ྥᛶをඹ㏻⌮ゎしながࡽ㐍めることが容᫆と

なり、また་⒪࣭⚟♴等ともヰし合いながࡽ㐍めることができる 

࣭ᑠ࣭中学校、㧗等学校の㏻ᖖの学⣭における教ဨのヰし合いが容᫆となり、Ⓩ校や

うつ࣭㐺応障害のある児童生徒の教育ⓗ対応がྍ⬟となる 

 ᚋについてࠐ 

、をసᡂして、特別支援学校やᑠ࣭中学校ࠖࢻ࢞もの教育支援ᚰのẼのある子ࠕ࣭

㧗等学校にてࡽࡉに活用しやすいものにする 

࣭全国ᙅᙅ教育研究㐃┕と㐃ᦠしてࠕ⢭⚄ᝈ等のここࢁのẼのある児童生徒の

指導と支援の事例㞟ࠖをసᡂし、児童生徒のಶ別ᛶにも対応できるࡼうにする 

ᡤ実施し、特別支をᩘ࣮ࠖࢼ࣑ࢭのẼのある児童生徒への支援࣭㓄៖ᬑཬࢁここࠕ࣭

援学校やᑠ࣭中学校、㧗等学校の教ဨが実㝿に使用することで、研究ᡂ果のᬑཬを図

るとともに、ከࡃの学校⌧場にてࡽࡉに活用しやすいものにಟṇしていࡃ 

ᅗ㸳【ࢩࢺ࣓ࣥࢫࢭーࢺ】ࠊ【ᨭ࣭㓄៖࣓ࡢーࢪᅗ】ࡢά⏝᪉ἲ 
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